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量i緒嘗

海綿骨は皮質脅から伝達される荷姦を分散し夢支持ずる役

割を担う．このような機能を維持論構成そ艶を構成ずる骨梁

梢造は方向性を有するために骨密度のみを済も、て骨の力学

的特捜を推定ずることほ不十分である響このような鱒性を藍

確に推露するためには骨梁搾造も辞せて評価ずる必輩があ

り，骨組経形態計測蔓ニおも、ては章従来よ撃骨緊教書骨緊縛と
いった指披が州いらjしい、る榊―　しかしこJもら叫旨は‘：川梁

構造を2次元的なものよ・して取り扱1―一ぐいるためにこ1次ノlミ

約な性質を評価するよで辛労とは嘗えなも、―これを解決ずる

ために萎ま構造を3次元的墨に敬扱い，評濁する必要がある嚇

骨梁構造を3次元的毒に観凝するため連続断面再構築態様〉や
マイク田CTを使い非破壊的に撮影し再構築する方法くj駆従

来から多用されている．

―ソ∴l叫－】－C－、山0し】allllしIll、′じし、ミ）叫）l】luし11（）＝（－ど岬l－〉（以卜

l－小一●りは1Jl三肌し町－＝ハ抱Åる‖ミj批」拉故旧――る／、“め，・j骨
わちⅩ線審録盈の減少と，非破壊鰍に試料の断面情報を縛る

た吟に服罪された炎博であり、陳什：性と安全軋から3次ノl―仙

な一け評伽i♂）れ―力な千仏として期待されている、∴軋唖捕別丑洲

蜜対象が皮質骨や海細骨の翠均密度といった比較的米昏な

評藤盈であり著適用可能性墨において衆知の部分が多いようで
あるがいくつかの研究例は見受けられる（一）．しかし－　恥抑仰

の骨梁のような徴ホ構造を対象とした研究例萎ま未だ凰受露子

られない―

そこで本研究では．い畔二Tを川いて心細什汁梁構造む非破
壊的に測定し∴i次元骨梁柄迫：〔―デルをコンビ．一Lい―タ上に山

構築した一髪に，そのモデルの構造解析を行って構造持撥を

求め，併せて力学畿数の結果と構造指壕とを比較してその有

効性を検討した．

2．試料およびノノ法

2．1試験片

試験片は新鮮ウシ人髄骨適任輔の甑朋′計より採取し．―・班

§mの立方体に加工した＊このとき試験片の各藩ほ前後方向

rA―PノJ―向）、内外側方向（トトLブ‖：！i），遠近偉力向　け―＝

方向）に垂底となるよう加工に留意した．．試験Jl‾圧加「かi二J

実験、まで／ト理食塩水により常に浬潤状態を保一バ†、

また力学試験終了後，〆ぎTから得られるデ如タを明瞭化

きせるために淘定対象外である骨髄をエアガンおよび超音

波洗浄機により除去した－

ヱ―ユ　力学試験

海線骨試験斉の力学的特性をに及ぼす保存の影響や事酵7

凝影の際を芝生じる乾燥喜に羞る影響叡尊を掌る緻麹蔓芸為撃鮮数

を先に行った―

ノ―J一、／J．モ蚊仁王―イン人トl∫ンーl．！！∫証‥：・Ⅷ描き川．汁ヤH‖－J―でヾ．

ゝl！1hl．へlソ＝．＼＝ぃいいRへl、i！一＼ここ―、ン1十川いしぐ卜；－―ソノ七日ミ

（け－i卜。し―iし／）勲師t榊卜状壊圧鯨ミベ具も‡―ナ！―い；：一Ⅷ紺用≠満州申吊

（ド（1ニ5―llりト―ょり、荷車＝－い―卜いバ　し、、－l－―、l吊つぃ、lり州

正し∴」肛詔＝ノ―レ・：ン′：、・こ′巨・ンブイ―吊、トtソりご■　こ

の点■ニ智川史り恥、／、音量、！i．、ノJ―〕こ（lいⅦl‖i■一1き、‥：）：！、い＝‥妬一1―■7－

いそのとき得られた荷塵脚変位曲線より弾性率を求めた。測
定川―L　―′J〃晶し験jl―トキ＝．1二巨）い（■揮卜ごiミr／1ハ―ド，MIりドl＝ハ

3方向について行った．

ヱ＊3　3次元再構築

洲正一に性川l．ゾ、l，0（：●！（N（｝血Itlゝ加lビl■…q、X＝―り刷トつl星】
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